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青森県六 ヶ所村で 実施 して い る陸上 の ヤ マ セ の 詳細観測
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は じめ に

　 ヤ マ セ は東北地 方で 夏季 に 観測 され る湿
っ た背 の低 い 偏東風で ，

オ ホ ー ツ ク海高気
圧 の 発達時に 現れ る （工藤 1984）。 下 北半
島の 付 け根 に位 置す る青森県六 ヶ所村は ，

下北丘陵 と八 甲田山地 との 間の鞍部 に位 置
し

，
ヤ マ セ が太平洋か ら R本海に 抜ける通

り道 とな りやす く ， ヤ マ セ 時 に低温 と寡照
が 顕著で あ る 。 我 々 は ， 2009年に青森県の

li本海側で ヤ マ セ の 高層観測 を行 っ たが

（児玉 ほ か ，2013） ，
2011 年か らは

，
六 ヶ

所村 にお い て 、2011年以 降，陸上を吹走す
るヤ マ セ を対象 と した 特別 気 象観測 を行 っ

て きた 。 こ れ まで 3 年 間の 観測結果の うち ，

高層気象観測結果 の概 要を報告す る。
観測期間 と観測項 臼
　 2010 年秋 に青森県 で は初 めて とな る ウイ
ン ドプ ロ フ ァ イ ラー観測 を嬲始 し ，

20i1 年
か らは 7 月 〜 8 月 にか け て 3 時間毎の 高層
気象観 測（2011〜 2013）， ウイ ン ドブ n フ ァ

イ ラー
観測（2011，

2012）， お よび 201 萋年 の

み ソ
ー

ダ
ー

と水蒸気 ラ マ ン ライ ダ
ー

観測 を

行 っ た 。
三 沢基地 の 訓練 （平 日実施） の 関

係 で 高層観測は週 末の み許可 され たが
， 幸

運 に も 3 シ ーズ ン ともヤ マ セ の 観測に成功
した（2011年 7月 30 日〜 31 日，2012年 7月21
日 〜 7月22日，2013年7月　20日〜21日）。

結果
　図 1 に2012年 と20B 年の 地 上天 気図 を示

す 。 2ell年 と2012年の 事例で は ， ヤ マ セ 時
の 典型的な気圧 配鬣 とな り，オホ

ー
ツ ク海

高気圧 か ら東北地方太平洋側 と沿海州 に 沿
っ て リ ッ ジ が伸 び る N 字型パ タ

ー
ン （工 藤

1984）が規れ た。2 日闇の 観測期間中 ， 2011
年 は気温 が低下傾 向，2012年は気温 が上昇
傾 向で ，そ れ ぞれ ヤ マ セ の 吹 き始 め ， 吹 き

終 わ りを と らえ るこ とが で きた 。 東北地 方
の 太 平洋側 と 日本海側 で み られ る大 きな地
上気圧 差は ，奥羽 山脈 の 東西の 空気の 密度
差 に起因す る もの であ り ， 太平洋側に厚 さ

（1000〜 数 1000m）を伴 っ たヤ マ セ の 冷気

層の 存在を示 す 。

一
方 ， 2013年 の 事例で は

オ ホ
ー

ツ ク 海高気圧か ら伸 び る リ ッ ジは み

られ るが ， 東北地 方の 東西 の 気EEeeは 小 さ
く ， 太平洋側の ヤ マ セ の 冷気流が薄い こ と

を示 唆する 。

　 　 2011年 の 高層気象観測 で得 られた気温

と相対湿度の 分布 を解析 した。
2011年 ，

2012

年 ともに ，
2 っ の 大気安定層 に挟まれ た 大

気の 3 層構造が 見 られた 。 最下層 は 1000m
前後の 厚 さを有す る低温 高湿 層で ， そ の 上
に お よそ IOOOm の 厚 さを有す る最 下層 よ り
もや や湿 度が低 い 層 が あ る。 さらにそ の 上
に比 較的乾燥 した層が み られ る 。 後方 流跡
線解析 を行 っ た結果， こ の 構造は起源 の 異
なる 3 つ の 空気塊 が異な る高 さに流入す る
こ とで形 成 され て い た 。

　一方 ， 2013年 の 観測で は ， お よそ 400m の

薄い 湿 潤 な冷気罎がみ られ ， そ の 上は 乾燥
した 高温 層が あ っ た 。 冷気罵 が薄い こ とは ，
東北地方の 東西の 気圧 が小 さい こ と と整合
す る 。

今後の 課 題

　青森県で は ， ヤ マ セ は稲作の 障害 とな る

が ，
六 ヶ所村な ど下北半島で 盛んな風力発

電 の 重要な風資源 で もあ る 。 ヤ マ セ は上 端

に安定層 を伴 い ，物質拡散や 山越 え気流 に

も影響を与 える ．今後 ， ウィ ン ドプ ロ フ ァ

イ ラーを用い たヤ マ セ の 鉛直構造の モ ニ タ

リン グの 実 現を 議指 して い きた い
。
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図 12012 年 （左）と2013年 （右）の 観灘時　　　図 2　 2012年 （上） と2013 年 （下） の 温
の 天気図（版権 ： （株 ） ウエ ザー

ニ ュ
ーズ ）　　位 プ m フ ァ イル 時間変化．
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